
衛星基幹放送（ＢＳ放送）に関する新規参入等について
経緯
■ 既存事業者が自主返上を申し出たＢＳ２Ｋ放送用の周波数帯域を活用し、新規参入等（注：既存事業者の高画質化も含む。）に充てるべ
く、本年３月１３日～５月１３日の２ヶ月間、公募を実施※。
※公募に当たり、本年２月に放送法関係審査基準（訓令）を改正。

■ 公募に対する申請者（９者）は以下のとおり（括弧内は番組名）。

■ 審査は以下の流れで実施。
① 絶対審査
→放送を実施する上で必ず満たすべき条件（マスメディア集中排除原則への適合性、欠格事由への非該当性等）への適合性を審査。１項目で
も不適合であれば認定拒否。

② 第一次比較審査
→広告放送の割合、青少年の保護、字幕放送の充実、放送番組の高画質性の４つの基準への適合性を審査。全ての基準を満たす申請を優先。

③ 第二次比較審査
→放送番組の多様性、放送番組の視聴需要等11の審査項目により比較審査し、総合評価を実施。

・SMCブロードキャスティング（KNTV） ・カワイイアン・ティービー（よしもとチャンネル）
・キノテレビジョン（キノテレビジョンチャンネル） ・ジャパネットメディアクリエーション（BS Japanet Next）
・日本映画放送（時代劇専門チャンネル） ・BS松竹東急（BS松竹東急）
・4GTVグループ（4GTVチャンネル） ・プラットイーズ衛星放送（Diablo TV）
・ブロードキャスト・サテライト・ディズニー（ディズニー・チャンネル）

■ ９月９日に電波監理審議会へ諮問し、4者の認定を適当とする旨の答申を受け、11月29日に認定証を交付（4者の詳細については次ページ。）。

審査の内容

審査の結果

■ 帯域再編等の作業があることから、新たな放送の開始は、遅くとも2021年末頃を想定。

今後のスケジュール
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ＢＳ放送の新規参入等の認定について

○ 電波監理審議会の諮問・答申を経て、11月29日に以下の４者に対して認定書を交付。

申請者 番組名 主な出資者 有料/
無料 総合放送 主な分野

株式会社カワイイアン・ティービー よしもとチャンネル(仮称) 吉本興業株式会社
100％ 一部有料 ○ ー

株式会社ジャパネットメディアクリ
エーション BS Japanet Next

株式会社ジャパネット
ホールディングス
100％

無料 娯楽・趣味

BS松竹東急株式会社（設立中）BS松竹東急(仮称)
松竹ブロードキャスティン
グ株式会社 60％
東急株式会社 40％

無料 ○ ー

申請者 番組名 主な出資者 有料/
無料 総合放送 主な分野

ブロードキャスト・サテライト・ディズ
ニー株式会社 ディズニー・チャンネル ウォルト･ディズニー･ジャ

パン株式会社 100％ 有料 アニメ

既存番組の高度化を行う１者（１番組）

新規参入の３者（３番組）
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